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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月21日(2013.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエステル組成物であって、下記数式（１）～（２）の要件を満たす無機粒子化合物
をポリエステル組成物に対して２．５質量％以上４０質量％以下含有することを特徴とす
るポリエステル組成物。
１．６　≦　ｎ　≦　５．０　　　　　　・・・・・（１）
０．６μｍ　≦　Ｄ　≦　５．０μｍ　　・・・・・（２）
［上記数式中、ｎは前記無機粒子化合物の屈折率、Ｄは前記無機粒子化合物の平均１次粒
径（μｍ）を表す。］
【請求項２】
　前記無機粒子化合物が二酸化チタン、チタン酸カリウム、チタン酸鉛、酸化鉛（ＩＩ）
、硫化亜鉛、酸化亜鉛および二酸化ジルコニウム（ＩＶ）よるなる群から少なくとも１種
選ばれる無機粒子化合物である請求項１記載のポリエステル組成物。
【請求項３】
　前記無機粒子化合物が二酸化チタンである請求項１～２のいずれかに記載のポリエステ
ル組成物。
【請求項４】
　前記ポリエステル組成物に含まれるポリエステルがポリエチレンテレフタレートである
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請求項１～３のいずれかに記載のポリエステル組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載のポリエステル組成物を溶融成形して得られるポリエス
テル成形品。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれかに記載のポリエステル組成物を溶融紡糸して得られるポリエス
テル繊維。
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